
 

 

プレーパーク船橋 

地域での課題 

 公園での禁止事項が多く、自然の中で子どもたちが遊ぶ場が減少している 

 子育てに不安や負担、孤独感を感じる保護者が多い 

 少子高齢化により地域の繋がりが希薄化している 

 

事業内容 

 大神保青少年キャンプ場にて、自分の責任で自由に遊べる冒険遊び場プレ
ーパークを夏、冬、春休みの各 1 日ずつ計 3 日間開催する 

 四季折々自然の変化を感じ、その季節ならではの遊びを体験してもらう 

 プレーパークでの遊びを広げるワークショップを各開催日ごとに設け、3
日間全て参加することで、人気の遊びを網羅的に体験できる 

 ワークショップの内容は、1 日目: 竹の水鉄砲作り、2 日目:「火起こし体
験」、3 日目:「玉ねぎ染めでエコバッグ作り」とする 

 赤ちゃんから大人まで参加可、参加費無料、参加者は 100 名程度 

 上記ワークショップの他に、昔遊びなど、子どもが他の参加者と関わりな
がら自由に主体的に遊びを広げていける素材と環境を用意する 

 

事業を通じて期待すること 

 自由な遊び場の提供により、子どもたちの遊び環境がより豊かになる 

 保護者同士の交流を通して、子育ての負担感軽減、仲間作りのきっかけとなる 

 プレーパークの認知度が上がり、家庭、学校や職場に次ぐ第三の居場所として地

域のつながりが活性化する 

 
担当者 齋木・南山 

連絡先 funabashi.playpark@gmail.com 
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